
平成１４年１０月２５日 

各 位 

株式会社   ＵＦＪホールディングス  

コード番号  ８３０７ 
 
 
 

株式会社泉州銀行の平成１５年３月期中間期業績予想の修正について 

 
 

 
当社子会社の株式会社ＵＦＪ銀行の子会社である株式会社泉州銀行の平成１５年３月期中間期の業
績予想修正に関して、別添資料の通りお知らせいたします。 
 

 

 

以  上 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 



平成14年10月 25日 
各 位 

上 場 会 社 名 株式会社 泉州銀行 

本 社 所 在 地 岸和田市宮本町26番 15号 
コ ー ド 番 号 ８３７２ 

上 場 取 引 所 大証（市場第一部） 
 

平成15年3月期中間期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 平成 14年 5月 24日の決算発表時に公表しました平成15年 3月期中間期（平成 14年 4月 1日～平成14
年9月 30日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 
1. 平成15年 3月期中間期（平成14年4月 1日～平成14年9月30日）の業績予想の修正 
 
【単体】                              （単位：百万円） 

 経常収益 経常利益 中間純利益 
前回発表予想（Ａ） 19,500 2,600 2,600 

今回修正予想（Ｂ） 18,900 1,070 2,460 
増減額 （Ｂ－Ａ） △600 △1,530 △140 
増 減 率 （％） △3.0％ △58.8％ △5.3％ 
 
【連結】                              （単位：百万円） 

 経常収益 経常利益 中間純利益 
前回発表予想（Ａ） 21,500 2,400 2,500 
今回修正予想（Ｂ） 21,120 1,270 2,480 

増減額 （Ｂ－Ａ） △380 △1,130 △20 
増 減 率 （％） △1.7％ △47.0％ △0.8％ 
 
(2) 業績予想の修正理由 
① 単体業績予想の修正 
 当初、不良債権処理を貸倒引当金を繰入する間接償却にて実施することを想定しておりましたが、
直接償却することとなりましたので、貸倒引当金繰入額が当初予想よりも減少いたしました。その
結果、貸倒引当金が取崩超過となり、会計処理上特別利益に計上することとなりましたので、経常
利益が当初予想に比べて1,530百万円減少することとなりました。 
② 連結業績予想の修正 
 主に単体業績予想の修正と同様の要因によるものであります。 
③ 平成15年3月期(平成14年4月1日～平成15年3月31日)の単体・連結業績予想 
 中間決算発表時に公表いたします。 

 
以 上 

 当行は投資家の皆様、お客さまなどに対するスピーディな情報公開を目的として、ホームページ上にニュース 
リリースを掲載しております。 
なお、本ニュースリリースには証券取引法第１６６条に定められた重要事実に当たる情報が含まれる可能性 

があります。重要事実を含むニュースリリースをご覧になられた方が、その重要事実が証券取引法施行令の 
規定に従い公開された後１２時間以内に、ＵＦＪホールディングスの株式などの売買等を行なった場合、 

いわゆるインサイダー取引規制違反として、証券取引法の規定に抵触するおそれがありますのでご注意ください。


